４　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(つじ),辻)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆき),征)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(お),夫)「頭上に毀れやすいガラス細工があった頃」
 ─詩の持つ力を自分の経験に基づいて読者に語りかける随筆
16年度　立命館大学
★　次の文章を読んで、問いに答えよ。
 eq \o\ac(□,1)　いま高校生は何を考え、どんな生活をしているのだろう。大雑把な見当はもちろん付くが、それはあくまでも〈大雑把な〉見当にすぎない。高校生もことによったら、ネリリし、キルルし、ハララしているか。
 eq \o\ac(□,2)　何？　なんだこれはと、いまおおかたの人は思ったのではないだろうか。そしてごく少数の人が、あれだな、とかつて読んだ詩を思い出して微笑を浮かべる……。
 eq \o\ac(□,3)　そう、これは谷川俊太郎氏が十代のときに書いた詩に出てくる。火星語なのである。
火星人は小さな球の上で
何をしてるか　僕は知らない
（或はネリリし　キルルし　ハララしているか）
しかしときどき地球に仲間をほしがったりする
それはまったくたしかなことだ
 eq \o\ac(□,4)　火星語だから、意味はわからない。ぼくもわからないし谷川さんだってわかって書いたわけではないだろう。なにしろ火星語なのだから。
 eq \o\ac(□,5)　しかしこれが谷川俊太郎氏が空想した火星語だということを、たとえば高校のクラスの半数が知っていたらどうだろう。さらに大手企業のサラリーマンの十分の一が知っていたら。
 eq \o\ac(□,6)１これは決してありえない事態だとぼくは思うが、しかしもしそうだったら、人間の生活はもう少し余裕のある、生き生きとしたものになっているのではないだろうか。㋐実利には直接結び付かない記憶と思考の回路が人間にはあり、それはわれわれを深くもすれば活力も与えてくれる大事なａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),源泉)なのである。
 eq \o\ac(□,7)　もうひとつ、別の詩を読んでみよう（／は原文の改行を示す）。
うす汚れた小さな本を／日がな一日読んで
おれも遠いマルセーユから／胸いっぱいの手紙を出したくなった。
若さと苦しみ、／それからわれわれの勇気について語り得る友、
巴里の、サン・ルイ島の／あの貧しい木靴つくりの息子へ、
一人の娼婦が／泣きながら書いたような切ない手紙を。
 eq \o\ac(□,8)　一九八八年の三月末に、七十七歳で亡くなった詩人、菅原克己氏の二十代のときの作品「〈ビュビュ・ド・モンパルナス〉を読んで」の一節である。
 eq \o\ac(□,9)　「ビュビュ・ド・モンパルナス」というのは、十九世紀末から二十世紀初頭にかけてのフランスの小説家シャルル・ルイ・フィリップの代表作だが、この詩と、それからフィリップの原作の両方を読んだ二十代のはじめの頃、ぼくはむしろこの詩の方に感動してしまった。若さと苦しみがあり、将来の展望も開けず、日々　　Ａ　　としているとき、この詩は「さわやかな①驟雨のように」ぼくのこころを洗ったのである。信頼するに足る年長の友や師が見当たらないのはごくあたりまえのことだが、親しい同世代の友とも、われわれは普通２こころのはなしはしない。実業の世界にいる大人は無論のことだが、十六、七歳の人間のあいだにあっても、それはなにかしら照れくさく、大人気ないことのように思われるのである。そしてそれはそれとしてみずからのうちに留めておき、当たり障りのないつきあいに終始しているうちに、確実に病んで行くものがこころというものではないだろうか。
 eq \o\ac(□,10)　シャルル・ルイ・フィリップはこの詩にもあるとおり、貧しい木靴つくりの息子に生まれ、成人してからはパリの〈第七区役所〉に勤めながらいくつもの小さな物語を書いた。「ビュビュ・ド・モンパルナス」は一九〇一年の作品で、ビュビュというのは若いならずものである。この詩の、残りの二節も読んで欲しい。ちなみにさきほどの第一節は、「手紙」と題されていた。
カフェの対話
よしや、ここにも病気と貧乏があり、／それからより一層手きびしい世間があっても、
今日、さわやかな驟雨のように／いきいきとおれの心を洗って行くものは
モンパルナスの夕ぐれのカフェ、／そのカフェの片隅にしょんぼり座っている
やさしい二人の対話。
フィリップ
ほら、思案そうな顔をしては／また部屋の中を歩きまわっている。
そして、セバストポールの並樹みち、／提燈のようなお月さんの下で
可哀そうなベルトと話しこむのだよ。／みじめな娼婦も、
その男といると、／まるでういういしい娘のようになった。
―あれが、ひとり身の、貧しい、／シャルル・ルイ・フィリップさ。
 eq \o\ac(□,11)　いったいどうして、自分が一生をかけてする仕事は詩を書くことなんだなんて、ぼくは決めてしまったのだろう。はっきりとそう思い定めたのは十五歳の頃のことだが、それはあれかこれかと迷った末に決めたのではなく、㋑もうこれしかないという感じだった。中学のときに国語の授業で詩と詩人の存在を知ったのがｂEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),発端)なのだが、ほんきでそれを選び迷わないというのはこれは資質としか言いようがないことなのかも知れない。文学、芸術にかぎらず、少年時代に一生の仕事を決めるというのはべつだん珍しいことではないと思うが、それが詩だということはいささか他とちがっているところがある。画家や音楽家、あるいは小説家とことなり、詩は、いかにいい詩を書いても、また詩人としてどんな存在になっても、それだけでは生活できないということだ。Ｗ親の脛をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(かじ),齧)っているうちはいいが、そのあとは何か他に暮らしの手段をもとめなければならない。さもなければ、文字どおり路頭に迷うのである。
 eq \o\ac(□,12)　こういうことがあらかじめわかっているひとつのジャンルを選び、それに情熱を傾けている高校生というものは特殊な例に属すると思うが、それだけにだれもが経験する親や学校との対立もまた、②アイマイさのない、鮮烈なものだったような気がする。
 eq \o\ac(□,13)　当時、ぼくがたえず言われていたことは、３そういうことは趣味として余暇にやれということだった。高校生には高校生としてしなければいけないことが他にある筈であり、さしあたってそれは受験勉強であろう。大学に入ったら、あるいは大学を出て社会人になったら、仕事の合間に、詩でも歌でも書くがいい。それが一般的な人間の生活の仕方であって、お前のように何もかもｃ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほうてき),放擲)EQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),して)頭の中を詩だけでいっぱいにしていたら、ほんとうにＸ落伍者になってしまう……。
 eq \o\ac(□,14)４言われることはぜんぶ身に染みてわかっていたが、ぼくはたいへん焦っていたのでそれらの意見に耳を貸すわけにはいかなかった。まず第一に、生涯に一篇でいいから優れた詩を残したいのに、最も　　Ｂ　　が鋭敏な時期かも知れない十代の終わりを、他のことにかまけて過ごすことができるだろうか。その年齢の人間にしか書けない詩があるとすれば、それはその年齢のときに書かなければならない。よしんばそれが少年の焦燥からの思考にすぎないとしても、いったいだれが、ぼくが三十歳まで生きると保証するのか。
 eq \o\ac(□,15)　第二に（これはこの人生で詩を選択する重要な要因になったものだが）、不幸にしてぼくに才能がなくて、結局詩は駄目だとしても―その不幸な自覚は十年二十年と詩にかかわったあと、突然動かしがたい事実として重い石のようにぼくのこころに投げ込まれるのではないだろうか―ぼくはこの管理された社会の中で、単に労働力として存在する人間にはなりたくない。たとえ人生を棒に振っても、５ある純粋さを保持した、あるがままの人間でありたい……。
 eq \o\ac(□,16)　昨日のことのように明確に覚えている当時の心情をこうして書いていると、やはりそうとう現実ばなれのした高校生だったなと思う。いま考えればこういう年齢のときはもっとゆったりかまえていてよかったのだが、その頃はそんな余裕はとてもなくて、母の言葉によれば、「頭の上に何だかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こわ),毀)れやすいガラス細工を乗せているようで、危なっかしくて見ていられなかった」この高校生は、三年の秋には突然③出奔するというｄEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),無謀)な事件まで起こし（このことを語ろうとするとぼくはいまでも恥ずかしさのために顔に汗が吹き出てくる）、６頭上のガラス細工を一瞬のうちに粉々に砕いてしまうのである。
 eq \o\ac(□,17)　詩のことはさまざまな角度から、どのようにも語ることができるから、なにもこんな風に若年の日のごたごたを書くこともないと、昨日までのぼくなら思うのだが、ぼくには実は娘が二人いて、そろそろむずかしい年齢になってきたものだから、きみたちの父もまた親や学校と対立したりしてけっこうたいへんだったんだぜと、こんな文章を読むものかどうかわからないが、一度書いておきたくなってしまった。自分の娘に対してさえこんな感じだから、未知の高校生にどう伝わるものかとんと見当がつかない。あるいはこれはあまりに特殊な高校生活かも知れぬと思うが、人間の豊かさあるいは多様さは、どこでどんなやつがどんなことを考えて生きているかわからないというところにもあるものだ。ぼくの内面のＹ彷徨と生活上のてんやわんやは、高校卒業後ももちろん続くのだが、そんな状況の中でいつのまにか身につけたのは、単純でしかし深いものに、ごく自然に感動するという精神の姿勢だろうか。
 eq \o\ac(□,18)　二十年近く前、妹が結婚するとき、一冊の詩集を贈ったが、同じ詩集の中の一篇を未知の若い人々に贈りたい。
大人になるというのは／すれっからしになることだと／思い込んでいた少女の頃
立居振舞の美しい／発音の正確な／④ステキな女のひとと会いました
そのひとは私の背のびを見すかしたように／なにげない話に言いました
㋒初々しさが大切なの／人に対しても世の中に対しても
人を人とも思わなくなったとき／堕落が始るのね　堕ちてゆくのを
隠そうとしても　隠せなくなった人を何人も見ました
私はどきんとし／７そして深く悟りました
大人になってもどぎまぎしたっていいんだな／ぎこちない挨拶　醜く赤くなる
失語症　なめらかでないしぐさ／子供の悪態にさえ傷ついてしまう
頼りない eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なま),生)

 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(が　き),牡蠣)のような感受性
……………………………………
 eq \o\ac(□,19)　茨木のり子さんの作品「汲む」の前半である。ぼくはこの詩に、８二十代の半ばにさしかかった頃出会った。この詩はあの「夕鶴」の女優山本安英さんが、茨木さんにふっと語った言葉がもとになっている作品だが、優れた詩の言葉は、いつどこでだれに働きかけるかわからない。この詩を読んだとき、ぼくはすでにＺいっぱしの酔っぱらいになっていたが、「人を人とも思わなくなったとき／堕落が始るのね」という茨木さんの優しい語り口は、㋓一瞬ぼくを粛然とさせたのである。現実とは遠い夢想だが、人間は何歳になっても、「頼りない生牡蠣のような」初々しい感受性を保持できるように、ほんとうは作られているのではないかと、ときどき考えることがある。
注　マルセーユ＝フランス南部の工業都市。　
サン・ルイ島＝パリのセーヌ川にある中洲。
　　モンパルナス＝パリ南部、セーヌ川左岸十四区にある地区。
セバストポール＝パリの大通りの名。
問１　傍線①、③の読み方をひらがなで書け。
①＝［　　　　　　　　］　　③＝［　　　　　　　　］
問２　傍線②、④のカタカナを漢字に改めよ。
②＝［　　　　　　　　］　　④＝［　　　　　　　　］
問３　傍線㋐に「実利には直接結び付かない記憶と思考の回路」とあるが、その説明として、最も適当と思われるものを、次のなかから選べ。
１　実質的な意味があるわけではないが、人々の意識を刺激し、日常生活の幅を広げることを可能にする方法
２　実質的な機能があるわけではないが、人々の間の意思疎通を可能にし、相互の理解を深める筋道
３　実質的な意味があるわけではないが、人々の社会生活を維持するために、共通認識を作り出していく様相
４　実用的な意味を持つわけではないが、人々の過去の経験に基づき、知的観念を豊かにしてくれるあり方
５　実用的な機能を持つわけではないが、人々の意識のなかで、共有可能な同一経験を想起させる手順
６　実用的な意味を持つわけではないが、人々の観念を均質化したうえで、物事の捉え方を多様化する過程
問４　 　Ａ 　に入れるのに、最も適当と思われるものを、次のなかから選べ。
１　累々　　２　恐々　　３　爛々
４　縷々　　５　悶々　　６　淡々
問５　傍線㋑に「もうこれしかないという感じだった」とあるが、筆者が十五歳の時、詩人として生きていく道を選んだ理由として、最も適当と思われるものを、次のなかから選べ。
１　詩に対する情熱を抑えることができない自分は特殊な人間であり、詩人になるべくして生まれてきたのだと信じて疑わなかったから
２　十代の間にできるだけ多くの優れた詩を書かなければならないと考え、そのためには労働者として働いている時間の余裕はないと思ったから
３　今の時期にしか書けない詩があるはずだと考えて非常に焦っており、同時に純粋さを失わずありのままに生きていきたいと願ったから
４　三十歳まで生きられる保証などどこにもないことに気づいたため、残りの人生を自分の思うがままに生きていく方がよいと考えたから
５　親や学校と対立してでも自分の夢を実現することが大切だと考えており、大学を出て社会人になるという一般的な人生に意義を見出せなかったから
問６　　Ｂ　に入れるのに、最も適当と思われる語を、本文中からそのまま抜き出して、漢字三字で書け。
［　　　　　　　　　　　　　　　］
問７　傍線㋒に「初々しさが大切なの」とあるが、初々しさを失ったらどのようになると筆者は考えているか。最も適当と思われるものを、次のなかから選べ。
１　頭上の毀れやすいガラス細工を粉々に砕いてしまい、危うさの中の若さが失われてしまうことになる。
２　単純に見えるが深みのあるものに、すなおに感動するという心のあり方を見失ってしまうことになる。
３　何もかも放擲したすれからしの大人となって、人生の落伍者になってしまうことになる。
４　酔っぱらいとなって堕落した自らの姿を巧妙に隠そうとしても、隠し通すことができなくなる。
５　前触れもなく語られた優れた詩の言葉が、いつどこで誰に働きかけるかが認識できなくなる。
◎問８　傍線㋓に「一瞬ぼくを粛然とさせた」とあるが、それはなぜか。その理由を述べたものとして、最も適当と思われるものを、次のなかから選べ。
１　茨木のり子の詩の言葉には、人間本来の姿が表現されていると厳粛に受けとめ、自らも改めて真正の人間として生きていくことを深く考えたから
２　茨木のり子の詩の言葉には、現実とかけ離れた夢が語られており、一瞬、何を表現しているのか理解できず、戸惑ってしまったから
３　いっぱしの酔っぱらいとして気取っていた自分へ、茨木のり子の優しい言葉が、無理に大人びた振る舞いをしなくてもいいと語りかけているように感じたから
４　純粋さを保持していると思い込んでいた自分に、茨木のり子の優しい言葉が、改めて初心を突きつけるように鋭く突き刺さり、自己を見つめ直す気持ちとなったから
５　人を人とも思わなくなって堕落していた自分は、茨木のり子の優しい言葉に、全てを言い当てられたと思い、恥ずかしさのあまり、動揺してしまったから
問９　本文の内容に合致するものを、次のなかから一つ選べ。
１　シャルル・ルイ・フィリップの「ビュビュ・ド・モンパルナス」が描き出した、こころの繫がりを求める人間の姿は、二十代の筆者を甚だしく感動させた。
２　若い間は、信用できる年長の友や師に頼るのではなく、親しい同世代の友人と、こころの内をさらけ出して、積極的に付き合わなければならない。
３　詩人として身を立てて生きていくことは、経済的に困窮することが目に見えているが、大学を出て社会人になるという幸福な人生とは別の生き方を楽しむことである。
４　高校生の間は、将来のことを考えつつ、受験勉強に邁進すべきであり、そうしなければ道を誤って真っ当な生活を送れなくなり、人生の目的を見失ってしまう。
５　大人になるということは、世間ずれしたあげく、感動するという精神の姿勢をなくして堕落し、厚かましく悪賢くなるということである。
６　初々しい感性を備えた詩の言葉には、時代を超えて、あるいは場所に関わりなく、それを読んだ者に深い感動を与える可能性が秘められている。
問10　茨木のり子の詩集を、次のなかから一つ選べ。
１　新体詩抄　　２　鎮魂歌　　　３　楚囚之詩
４　於母影　　　５　死刑宣告　　６　海潮音
【確認問題】
１　波線部ａ～ｄの同意語をそれぞれ次から選べ。
ａ　源泉
　ア　本元　　イ　役割
　ウ　一助　　エ　結末
ｂ　発端
　ア　異常　　イ　終点
　ウ　契機　　エ　中途
ｃ　放擲
　ア　放棄　　イ　放蕩
　ウ　放出　　エ　放言
ｄ　無謀
　ア　無辺　　イ　無難
ウ　無茶　　エ　無粋
２　二重傍線部Ｗ～Ｚの本文中の意味として最適なものをそれぞれ次から選べ。
Ｗ　親の脛を齧っている
　ア　親に面倒をかけずに、暮らす手段を持つ
　イ　社会に出ることなく、悠々と過ごす
　ウ　独立して生活できず、親に養ってもらう
　エ　精神的に幼く、親から離れられない
Ｘ　落伍者になってしまう
　ア　競争者や仲間についていけなくなる
　イ　自堕落な生活を送ることになる
　ウ　夢ばかり求めて現実を見なくなる
　エ　詩でしか人生を切り開けなくなる
Ｙ　彷徨
　ア　泣き叫ぶように苦しむ
　イ　真っ直ぐ目標に向かう
　ウ　予想外のことに悲しむ
　エ　あてもなくさまよう
Ｚ　いっぱし
　ア　才能ある一人の詩人と認められて
　イ　まるで一人前であるような態度で
　ウ　成長した一人の大人となり
　エ　自堕落な性格に拍車をかけて
【補充問題】
３　傍線部１「これ」の指し示す内容として最適なものを次から選べ。
ア　ほとんどの高校生が谷川俊太郎のことを知っており、想像を超えて豊かな生活を営んでいるという状況。
イ　多くの社会人でさえも、谷川俊太郎の詩をほとんど知らないまま日々を過ごしているという状況。
ウ　谷川俊太郎の創った火星語が、実際は意味がなく本人にさえわからない言葉として存在するという状況。
エ　谷川俊太郎の詩を多くの人が覚えており、筆者の言葉が谷川の創作した火星語であると理解できるという状況。
４　傍線部２「こころのはなし」の説明として最適なものを次から選べ。
ア　人間とは何か、人生とは何かといった、生の根源的な内容に関わる悩みや葛藤について、言葉にならないながらも率直に語ろうとするということ。
イ　実社会ではまったく役に立たないものであるが、十代の若者の誰もが抱く、大人に対する不信感や反抗心を端的に表現するということ。
ウ　詩が描く人の心情の機微に触れた言葉の数々を拾い集め、それらを分析し、どのような感想を持ったかを他者と共有するということ。
エ　何となく照れくさく語りづらい青春の悲しみや喜びを、大人気ないと理解しながらも、自分の思いに沿って書き記し、詩として世に問うということ。
５　傍線部３「そういうこと」とは具体的にどういうことか。本文中から六字で抜き出せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　］
６　傍線部４「言われること」の内容として不適切なものを次から選べ。
ア　学生としての本分を守り勉学に勤しむべきだということ。
イ　社会人に一旦なった後、その余暇に詩を趣味として楽しむべきだということ。
ウ　受験勉強など嫌なことでも努力しなければ、よい詩は書けないということ。
エ　社会の中で経済的な自立を果たさなければ、生きてはいけないということ。　

７　傍線部５「ある純粋さを保持した、あるがままの人間」とあるが、これは具体的にどのような人間だと筆者は考えているか。「～人間。」に続くように、本文中から二十字以上二十五字以内で抜き出して答えよ。
［　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
人間。

８　傍線部６「頭上のガラス細工」とはどのようなものだと考えられるか。その説明として最適なものを次から選べ。
ア　世間からは相手にされず、幼稚で浅はかな詩に対する独りよがりの先入観に独占された筆者の精神状態。
イ　詩人として生きる覚悟もままならず、ただ社会に反抗し、どうすればいいかわからないという錯乱した筆者の精神状態。
ウ　詩の中に自分の人生を見つけたものの、経済的に家族も追い詰め、自分の目標にさえも疑心暗鬼が募る筆者の精神状態。
エ　詩に生きて純粋に人間としての感性を大切にし、現実離れした夢をひたすら追求する、痛々しく脆弱な筆者の精神状態。

９　傍線部７「そして深く悟りました」とあるが、作者茨木のり子は何を「悟」ったと考えられるか。それを説明した次の文章の空欄Ａ～Ｃにあてはまる言葉を、本文中から抜き出して答えよ。ただし、Ａ・Ｂは五字、Ｃは七字。
　（　Ａ　）ということの本当の意味は、自分が大人だと（　Ｂ　）振る舞い、出会った出来事をわかったつもりでいるのではなく、（　Ｃ　）を保持し、何事もそのまま受け入れてみることができるということ。

Ａ［　　　　　　　　　　］　　
Ｂ［　　　　　　　　　　］

Ｃ［　　　　　　　　　　　　　　　］

10　傍線部８「二十代の半ばにさしかかった頃」とあるが、この頃の筆者はどのような人物であったと考えられるか。その説明として最適なものを次から選べ。
ア　高校生の頃から一心に詩作に打ち込み、周囲が大人になっていく中でも、空想的な世界観に浸りながら、茨木のり子のいう感受性を保持している人物。
イ　十代の頃の純粋さを求める意識が薄まり、大人として、詩人として、自分が何ものであり、詩とは何たるかを理解したように振る舞う人物。
ウ　世間ずれして何事も知っているかのように考える自分に嫌気がさしながらも、茨木のり子のいう感受性を受け入れられず、諦観の念に押しつぶされた人物。
エ　実の子には若き日の自分の悩みを理解してほしいと願い、そして茨木のり子のような感受性を保持して生きる苦しさとさわやかさをやっと理解できた人物。
【解答】
問１　①＝しゅうう　③＝しゅっぽん
問２　②＝曖昧　④＝素敵（素適・素的）
問３　４
問４　５
問５　３
問６　感受性　　
問７　２
問８　４
問９　６
問10 ２
【確認問題】
１　ａ＝ア　ｂ＝ウ　ｃ＝ア　ｄ＝ウ
２　Ｗ＝ウ　Ｘ＝ア　Ｙ＝エ　Ｚ＝イ
【補充問題】
３　エ
４　ア
５　詩を書くこと
６　ウ

７　単純でしかし深いものに、ごく自然に感動する（21字）

８　エ

９　Ａ＝大人になる　Ｂ＝思い込んで　Ｃ＝初々しい感受性

10　イ
